
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 

 

平成２５年６月１３日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：19 世紀はフランス人の世界観が急速に拡大した時代である。「異郷」

はそれゆえ同時代の文学作品で豊かな展開を見せるテーマとなる。本研究ではこの概念の時代

的な変遷を考察する一方で、その描かれ方と作中での役割を散文作品（旅行記、小説）と韻文

作品（詩）の双方で検討した。その結果「異郷」は作家個人が自らの世界観を再構築するため

の触媒としての役割を果たし、またその対概念である「故郷」とも複雑な関係を取り結んでい

ることを確認した。 

 
研究成果の概要（英文）：In the 19th century, French people's view of the world widened 
considerably. Therefore, 'foreign lands' became a rich and important theme in various 
literary works of this period. Our research examined not only the historic evolution of 
this concept but also how 'foreign lands' are described in journeys or novels as well 
as in poems. We noted that 'foreign lands' served as a catalyst for some writers who were 
trying to reconstruct their vision of the world and also that this concept was often 
considered with its antithesis: 'homeland'. 
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1. 研究開始当初の背景 
 研究代表者は19世紀フランスのオリエント
旅行記を専門とし、西洋とは異なる土地を訪れ
た文学者たちの印象や考えを考察してきた。旅
先で彼らの関心が向かう事象は多々あるが、と
りわけ人間に向けられるまなざしはきわめて
興味深い。言語、民族、宗教、生活習慣など、

多くの面で自らとの違いを見せる現地の人々
に対して、旅行者たちはさまざまな見解を積み
重ねていく。こうして「他者」という概念を綿
密に検討する必要が生じ、「19世紀フランス文
学における他者の表象」（平成20−21年度 若
手研究（スタートアップ））においてコーパス
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を旅行記から小説や詩作品にまで広げた上で
考察した。 
 こうした検討の中で「他者」というのは単独
に考察すべき問題ではなく、「他者」を生み出
す環境、さらには「他者」を取り巻く現実上、
想像上の空間との関わりのもとで考えていく
必要があるという考えに至った。ここに「異郷」
というテーマが浮上してくる。この問題を考察
するにあたっては、当時のフランスを取り巻く
国際状況や、この時代に進歩を見せる言語学、
民族学などにおける知識を援用するという可
能性が予見でき、そのことにより19世紀フラン
ス文学における「自他」の問題に新たな光を当
てることができると考えた。 
 
２．研究の目的 
 「異郷」は古来より「ユートピア」「エル・
ドラド」、あるいは「ジパング」などの名前を
まとって西洋人の空想をかき立てていた。当初
は「どこか遠くにある夢の国」といった素朴な
イメージと結びついていたこの語はしかし、19
世紀に入るとより複雑で多様な意味合いを担
っていく。本研究の目的は、こうした「異郷」
をめぐる考え方の変遷を当時の時代背景、とり
わけフランス人の海外進出と関連させて検討
しつつ、「異郷」がこの時代の文学作品にどの
ように描かれ、またいかなる役割を作中で負わ
されるのかを分析することにある。 
 研究の出発点として挙げられるのは、「異郷」
という概念はそれぞれの時代の世界観、地理的
感覚と密接に結びついているという仮説であ
る。たとえば17世紀後半のフランス人にとって
の「異郷」とはもっぱらギリシアやローマとい
った地域を指すことが多かった。それはこの時
代に復古的に高まったヘレニズム文化への関
心が背景にあったからである。また18世紀に入
り旅行者や航海者たちがさまざまな土地の見
聞を報告するようになると、その知見が文学作
品にも取り入れられるようになる。アベ・プレ
ヴォの『マノン・レスコー』におけるアメリカ
大陸、ルソーの『人間不平等起源論』における
コンゴなどはその好例である。 
 こうした視点に立つと、19世紀フランス文学
はきわめて独自でかつ豊かな考察対象となる。
ナポレオン・ボナパルトのエジプト遠征
（1798-1801）以来、フランス人の世界観は急
速に拡大し、これまで知られていなかったさま
ざまな土地についての情報が膨大に集積され
ていくからである。フランス人の目は今や地中
海を越え、アフリカ大陸や中近東、さらには遠
くインド、中国や日本にまで向けられていく。
またこうした土地を実際に旅する人も増え、
「異郷」はより具体的なイメージをまとうのと
同時に、より個人的で実存的な深みをも獲得し
ていく。 
 こうして複雑でかつ豊かな意味合いを担っ
ていく「異郷」というテーマを、まず旅行者

の直截的な経験を踏まえて執筆される旅行記
を材料に検討する。さらにそれがより自由な
形で展開される小説などの散文作品、あるい
は時として高度の抽象性を持って構成される
詩作品についても考察していくことが本研究
の目的の主眼となる。 
 
３．研究の方法 
 以下のような問題について、具体例とともに
検討した。 
（1）「異郷」という概念についての論理的考
察。「異郷」というのは単なる地理的な隔たり
だけが問題なのか、あるいは時間という要素も
そこに関係するのか。するのであればどのよう
な形をとるのか。 
（2）19世紀を通じて「異郷」はどのようなイ
デオロギー的変遷をたどるのか。「異郷」は素
朴な「理想郷」としてのイメージからいつ、ど
のような形で脱却するのか。そこに付与されて
いくのは常に肯定的価値なのか。否定的な面は
ないのか。あるとすればどのような性質のもの
か。 
（3）時代背景の変遷とその文学作品への影響。
19世紀にフランスは大きく海外へ進出する。
1830年のアルジェ攻略により北アフリカ地域
への植民が始まり、また弱体化するオスマント
ルコ帝国に対してはその利権をめぐり他の西
洋列強諸国と激しいつばぜり合いを繰り広げ
る。インドシナ、メキシコへの出兵も行われる。
19世紀初頭にトルコを訪れたシャトーブリア
ンと、世紀後半になって同地を旅したロチとで
は当然、その印象は大きく変わってくるはずで
ある。「異郷」はこうした国同士の力関係の変
化の中でどのような質的変化を被るのか。 
（4）「旅をすること」と散文作品（旅行記、
小説など）の関係。19世紀は多くの文学者が実
際に国外へと足を運び、旅先での経験を文学作
品に取り入れるということがかつてない規模
で行われた時代である。旅行記は直截的な旅の
体験を綴ることが前提とされるが、そこにはさ
まざまな作家の思想が実は鉱脈のように張り
巡らされている。「異郷」はどのような形でそ
こで利用されていくのか。またフロベールの場
合のように、旅経験は直接旅行記の形を取らず、
後になって執筆する小説の中に間接的に取り
入れられることがある。小説舞台の設定・演出
に「異郷」をめぐる作家の体験はどのように作
用していくのか。 
（5）「旅をしないこと」と散文作品（詩）の
関係。「異郷」は必ずしも旅をした文学者だけ
に特権的なテーマとなるわけではない。むしろ
旅をせずに、自国にいて思い描かれるほうがよ
り豊かなイメージを喚起することも多い。そし
てそれは限られた語に多くの意味を託す詩作
品に顕著に見られるはずである。実際ユゴーや
ボードレールのように、旅をすることなく、異
国への憧れを詠った詩人は多い。そうした作品



 

 

では「異郷」はどのように描かれ、どのような
価値を付与されるのか。 
 
４．研究成果 
大きく以下の3点に要約される。 
（1）19世紀初頭に「異郷」が文学創造におい
て果たす役割は大きく変化する。前世紀には作
家の哲学的、政治的、あるいは美学的見解を表
明するための道具立てとして設定されること
が多かった「異郷」は、シャトーブリアンの『パ
リからエルサレムへの旅程』（1811）を契機と
して、作家が実際に対峙し、またそこから文学
営為を開始するための起爆剤としての役割を
果たすようになる。それは時にフランスやヨー
ロッパのありようを対比によって明らかにす
る鏡として、また時に作家自らの実存の底へ降
りていくための通路として、文学作品の中でさ
まざまな形で利用されていく。 
（2）散文作品における「異郷」のあり方を考
察するために、ポーランド出身の貴族であり大
旅行家でもある作家ヤン・ポトツキが19世紀初
頭に全編フランス語で執筆した大部の小説『サ
ラゴサ草稿』を取り上げた。この小説は日本で
はまだほとんど知られていないが、物語世界の
ダイナミックな転換、そこに『千一夜物語』式
の夢幻性がちりばめられていること、さらには
イスラーム支配時代のスペインにおけるキリ
スト教とイスラームの関わりが物語進行の駆
動力として置かれていることなどから、「異郷」
という問題を考える上で第一級の研究素材と
なる。引き続きこの作品の検討を重ねることで、
「異郷」というテーマが散文作品において持つ
可能性についてさらに掘り下げて考えること
ができることを確信した。 
（3）「異郷」というのは必ずしも外に向か
う視線によってだけ特徴付けられるのでは
ない。時として内に向くまなざしとともに考
える必要がある。詩人ラマルチーヌとゴーチ
エに共通して見られる、自分の出自はオリエ
ントにあるという妄想はこの点で興味深い
事例となる。これは異郷に対する個人的な思
い入れが極度に押し進められる傍らで、自国
フランスに対してある種の違和感、時として
強い幻滅を感じることから生じている。異郷
と故郷が取り結ぶ関係はここでは逆転し、異
郷はもはや作家の外部にあって憧憬の対象
となるものではなく、作家の内面において複
雑なアイデンティティをめぐる問いかけを
誘発する役割を果たしている。 
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